
 

科目分類 専門基礎科目 健康の理解と健康支援 開講時期 2・3年 前期 

授業科目 保健統計学 

選択／必修 選択 単位数（時間数） ２単位 ３０時間 授業形態 講義 

担当教員 萬代 望 

メールアドレス n-mandai@tsuruga-nu.ac.jp オフィスアワー 授業前後 

 

授業目的 
各種保健統計指標の意味及び地域保健活動に必要な統計学の基礎理論と、情報

の収集、分析能力を身につけることを目的とする。 

授業概要 

地域における保健活動や健康管理に必要な情報の収集、分析、及び統計的解析

方法についての基礎を学習する。地域保健活動を実践する際に、保健資料を収集

し、それを読み解き、活用できるように教授する。 

授業内容 

第 1回  保健統計学の基礎 

第 2回  データの種類 

第 3回  母集団と標本との関連、標本の取り方 

第 4回  平均と中央値 

第 5回  信頼区間（平均の信頼区間、確率の信頼区間） 

第 6回  研究の種類（観察研究・介入研究） 

第 7回  相関と回帰 

第 8回  感度、特異度、陽性・陰性的中率 

第 9回  相対危険度とオッズ比、NNT 

第 10回  保健統計の指標と人口統計 

第 11回 調査データの統計処理 結果と解釈(1) ２群の比較検定 

第 12回 調査データの統計処理 結果と解釈(2) 分割表とχ2検定 

第 13回 調査データの統計処理 結果と解釈(3) 相関分析と回帰分析 

第 14回 調査データの統計処理 結果と解釈(4) ３群の比較検定 

第 15回 まとめ 

教科書 

参考書等 

教科書：配布資料による 

参考書：標準保健師講座 疫学・保健統計学 第３版 2015年改訂 医学書院 

    白戸亮吉、鈴木研太著 「ていねいな保健統計学」2018年 羊土社  

浅野嘉延著 「看護学生のための疫学・保健統計」改訂３版 南山堂 

縣俊彦著 「やさしい保健統計学」改訂第５版増補 南江堂 

成績評価 

基準・方法 

課題（70％）および 授業態度（30％）により総合的に評価する。 

合格基準 60％以上 

履修要件 なし 

留意事項 

その他 

主体的な学習を支援していきたいと思います。 

 

 


